
赤ちゃんの
“耳のきこえ”の検査で
「要精密検査」となった方へ

広島県内で新生児の検査ができる
精密検査機関
医療機関一覧

このパンフレットを手にとって
くださった方へ

　赤ちゃんの新生児聴覚検査（スクリーニ

ング検査）の結果、「精密検査」が必要と

いうことについて、大変ご心配のことと

思います。

　このパンフレットでは、保護者の方の

疑問にお答えし、今後の検査などについて

ご紹介します。

広島県健康福祉局子供未来応援課

二次聴力検査機関
二次聴力検査機関は限定的な検査を行う医療施設です。
二次聴力検査機関で診断が難しい場合は、精密聴力
検査機関に紹介します。

精密聴力検査機関

広島県新生児・小児聴覚検査フォローアップセンター
（開設日　毎週月・木9:30～16:00　※祝日と年末年始を除く）

TEL:082-258-3512
MAIL:fu-mimikodomo@pref.hiroshima.jp

TEL:082-513-3171　FAX:082-502-3674

※診療科名は「耳鼻咽喉科」です。ただし、県立
　広島病院を除く

出典：一般社団法人 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会
　　　https://www.jibika.or.jp/



　精密検査を受ける時期は、産院を退院後に
できるだけ早く（遅くとも生後1か月までに）

受けることをおすすめします。
　検査を受けられる機関には、赤ちゃんでも正確に
聴力が測定できる設備をもつ耳鼻咽喉科など、
「二次聴力検査機関」と「精密聴力検査機関」があり、
県内の検査機関はこのパンフレットの裏面に掲載
しています。
　「精密検査」には新生児聴覚検査を受けた産科医療
機関からの紹介状や事前の予約が必要です。新生児
聴覚検査を受けた医療機関にご相談の上、「精密
検査」を受けてください。

　必ずしも難聴があることを意味して
いるわけではありません。

　今回受けられた「新生児聴覚検査」（初回検査・
確認検査）は、ささやき声程度の音で行われて
おり、結果として「その音に脳の反応がなかった」
ことを意味しています。
　例えば、検査のときに赤ちゃんの体が動いたり、
耳の中に羊水などがたまっていたりして、それが
一時的にきこえや検査の反応を邪魔している
こともあります。そのため、精密検査の結果、
明らかな難聴はみられず「経過観察」となることも
あります。
　新生児聴覚検査で「要精密検査」となることは
珍しくはありません。もし難聴があれば、「本当
にきこえにくいのか」「どれくらいきこえにくい
のか」「何が原因できこえにくいのか」をできる
だけ早く特定して、お子さんに合った治療や
コミュニケーションの方法を検討し、必要に
応じて療育・教育につなげるために、専門の検査
機関で「精密検査」を受けましょう。

精密検査はいつ、どこで受けられ
るのですか？

精密検査で難聴という結果でな
ければ将来的に大丈夫ですか？Q1 Ｑ2 Ｑ3

A1 A2 　現時点での耳のきこえは問題ないと
いうことですが、軽度の難聴の場合、

すぐには難聴と診断されず、長期間の経過
観察を要することもありますので、その後の
受診の要否は、医療機関とよくご相談ください。
　また、生まれたときには異常がなくても、
中耳炎やおたふくかぜなどの病気で難聴が
起こることや、成長とともに難聴が進む場合も
あるため、今回の検査のほかに、1歳６か月児
健康診査や３歳児健康診査でも聴覚検査を
受けることが必要です。
　今後も成長にあわせて「呼びかけに対する
反応が悪くないか」「テレビのボリュームを
大きくしていないか」など、お子さんのきこえに
関する行動を気にかけ、気になることがあれば、
かかりつけ医や市町の保健師へ相談してください。

A3

「要精密検査」は何を意味するの
ですか？


